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　R・ブランダイスと S・ウォーレンという二人の法律
家による共著論文“The Right to Privacy”が Harvard 
Law Review に掲載されたのは、1890 年のことです。

「一人にしてもらう権利」としてのプライバシー権を初
めて提唱したこの論文は、アメリカの法学史上もっとも
影響力のあった論文の一つ、とされています。
　私が最初にこの論文を知ったのは、1996 年の初夏、
日吉の大教室で受けた「憲法 I」の講義の中であったと
思います。もっとも、当時の私は、原典にあたってみよ
う な ど と い う こ と は 考 え も せ ず、ふ と 思 い 立 っ て
Harvard Law Review を開いてみることにしたのは、そ
れから 14 年も経った 2010 年の冬、イリノイ大学のロ
ースクールで、短期の在外研究をしていた時でした。そ
して、読んでみて理解したのは、この論文はプライバシ
ー権をただ提唱しただけのものではなく、（カメラとい
う）発明が報道機関の取材方法などに影響を与えたこと
を受け、科学技術の革新に応じて法も進化していかなけ
ればならないと考えているということでした。
　全くいい加減なもので、それからまた 10 年以上この
論文のことは忘れて生きていたのですが、2022 年から
本学では「くさび型教養教育カリキュラム」が始まり、
私は理科大生に対する「教養としての法学」の意味を、
改めて考える機会をいただきました。その中で、久しぶ
りにこの論文のことを思い出し、科学技術の発展に深く
関わって生きていく理科大生たちに対し、「科学技術と
法」ということについて、もっとしっかり語れるように
なるべきではないか、と思うようになったのです。
　このような意識から、法学分野以外の先生方と多様な
視点で意見交換できたらと考え、今回の特集のテーマで
ある ELSI の研究会を始めました。今回ご執筆いただい
た伊吹先生・田中先生はこの研究会のメンバーです。長
門先生にはこの研究会でご講演いただき、三村先生には
非常勤講師として本学で「科学技術と倫理」などをご担
当いただいています。ELSI は、科学技術と多様な学問
分野とを繫ぎ、そこに新たな「知」を創造する概念です
が、私たち研究者同士のことも有機的に繫いでくれてい
るように思います。ご多忙な中で原稿をご執筆いただき
ました先生方に、心よりお礼申し上げます。
　また、支えていただきました編集委員長の渡辺一之先
生、編集委員の皆様、編集室の亀山亜土様、坂口奈織美
様に深謝申し上げます。
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特集：現代代数学の深化と広がり

編集委員会  編集委員

●	抽象化による現代代数学への深化
●	群とは何か
●	楕円曲線のさまざまな側面
●	代数方程式の有理数解と楕円曲線
●	計算機代数学と数式処理システム
●	トロピカル幾何学の最前線
　―トロピカル幾何学に親しみ，最近の発展に触れる―
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